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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、花粉を材料として用い、細胞間を移行する RNA分子とその移行を制御するタンパ

ク質分子に着目して研究を進める。そして本研究で得られた知見から、植物の遺伝子改変技術に

資する人工 RNA分子をデザインすることで、多くの種子植物に適用可能な、高効率な遺伝子改

変技術の実現に資する知見を得ることを目指す。本研究第２年次では、RNA精細胞移行に関与

する遺伝子のスクリーニングに必要な技術の検証を行うとともに、スモールスケールでの実験を遂

行した。 

まず技術の検証では、本研究のボトルネックとなる植物への遺伝子導入技術の高速化のため、

理想的な植物の育成状態の確認や、オリジナルの大規模な遺伝子導入法を確立した。並行して、

大量の植物から得られた花粉を蛍光の強さに応じて分離する技術の確立を行った。本研究で用い

る花粉は精細胞を単離してから処理する方法で、蛍光の強さを見分けることが可能であることが分

かった。 

スモールスケールでの実験は、small RNA生合成遺伝子 26種類を標的としたスクリーニングで

行った。まず本研究で材料となる植物に上記遺伝子群をランダムに壊すようトランスジーンを導入

し、その結果として RNA細胞間移行が異常となるかどうかを確かめた。その結果、特定の遺伝子

が壊れたときのみ RNA細胞間移行が異常となることが分かり、花粉における RNA生合成機構の

一端が明らかとなった。 

並行して、本研究の材料となる"RNA精細胞移行が阻害された花粉"の解析を行った。"RNA精

細胞移行が阻害された花粉"の特殊な表現型をもとに、新規転写に依存的しない花粉管の生長制

御機構の存在を明らかにし、Nature Communications誌に論文として報告した。またこの研究成果

をもとに日本細胞生物学会、日本植物形態学会から表彰を受けた。加えて、この関連分野の総説

も受理され、来年度公開見込である。 
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